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■ 四国中央市沿岸に
シロエリオオハムが漂着

■ 3月の自然暦

HPはこちらから
自然観察会・体験教室情報など

■ 2月の活動

2.1 飯岡の森巣箱設置
2.6 愛媛県ニホンジカ対策植生保全協議会
2.11 夜の学校 カマキリ
2.13 愛媛大学演習林
2.14 西条恩報会で講演 地形と防災
2.16～ ニホンザル調査 高知
2.24 銅山越 寒冷地形調査
2.28 高知県大川村留学生講座

ウグイスの声は既に各地で聞かれたと思いま
す。3月の自然暦を過去の記録から拾ってみまし
た。西条市中奥の記録です。

3月 1日 ヤシャブシ咲く
3月 2日 ミツマタ咲く
3月 3日 ヒカサキ咲く
3月 5日 ヤマエンゴサク咲く
3月 6日 ヤブツバキの花が散り始める
3月13日 キタキチョウ飛ぶ
3月14日 クビキリギス鳴く
3月15日 ツバメ飛ぶ
3月16日 エドヒガンザクラ満開
3月19日 ヤマブキ咲始め
3月20日 キブシ咲く
3月21日 ビロードツリアブ飛ぶ
3月23日 ヤブサメ初鳴き
3月25日 ヒゲナガカワトビケラ出る
3月27日 オンツツジ咲く
3月28日 アミガサタケ出る
3月30日 ワラビ出る

黒瀬峠のカワズザクラは例年3月9日頃に咲く
のですが、今年は2月27日には満開になりました。
また、事務所前のミツマタも2月23日から咲き始
めています。

季節の変化を先取りできるような余裕を持ち
たいですね。

寒波来襲の中、風は強く、ほとんど鳥も見ら
れませんでしたが、改めて愛媛県の景観の多様
性を実感する調査でした。

■ 夜の学校にてカマキリのお話し

第235回夜の学校では、面河山岳博物館の安田
学芸員をお招きし、カマキリのお話しをしてい
ただきました。
愛媛には9種類のカマキリが生息しているそう

ですが、分布が局所的な種類もおり、なかなか
全てを見つけるのは難しそうです。
最近、ムネアカハラビロカマキリという外来

種のカマキリが見つかり、今後の動向が心配さ
れているそうです。このカマキリは、竹ぼうき
に卵嚢がついて持ち込まれた可能性があり、竹
ぼうきを購入される際には、よく確認してみて
ください。

2月24日の夕方、四国中央市沿岸にアビ類が多
数漂着しているとの連絡があり、自然保護課を
経由して、家畜衛生保健所により回収されまし
た。まず疑われるのは鳥インフルエンザですが、
簡易検査の結果陰性ということが分かりました。

陰性とのことで、自然学校で回収された10個
体を研究用として譲り受けました。今後、様々
な機関で分析や資料として保存される予定です。
外観の観察と簡易な解剖の結果、群れごと船

にぶつかった可能性がありそうでした。
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■ 夜の学校のご案内

開催後、動画の配信も行っています
詳しくは、HPへ。

第253回 3月18日（水）
「石鎚山系周辺の集落の過去と未来のお話」

渡邉敬逸（愛媛大学）

第254回 4月15日（水）
「何度も学ぶ 西条の水資源」

山本貴仁（西条自然学校）

■ ため池のソーラー発電

西条市の地形と災害についてのお話しを依頼い
ただくことが増えてきました。
西条市といっても広く、地形も多様なので、自

治会くらいの単位でのお話しが現実的なのですが、
その想いが伝わりつつあります。

西条市の平野部は、
海を埋め立てた場所
が多いため標高が低
く、地盤の緩い場所
が広く存在します。
そのため、地震の際
に液状化が起こり、
津波の到達も予想さ
れています。南海ト
ラフ地震による西条
市の想定死者数が県
内で最も多い予測な
のは液状化＋津波の
影響によると考えら
れます。

地下の構造から、西条市の平野部（中央構造線
より北）は、沈降を繰り返してきたと考えられま
す。飯岡小学校にある電子基準点の観測では、近
年、隆起している様子が観測されていますが、大
きな地震の際には沈降を繰り返してきたのだと思
います。
昭和21年の昭和南海地震の際、禎瑞地区は60cm

ほど沈降し、復旧が完了したのは昭和36年とされ
ています。1707年の地震の際には、広江地区で
1.5mほどの沈降したとされています。

災害には、土砂災害、河川の氾濫、地震、地震
による津波など様々な災害があり、それぞれの地
区で危険性は異なります。
それぞれの場所で、その場所はどようにできた

のか（地形的に）を理解すると、災害のリスクを
具体的に予想できます。
地学は苦手という方もぜひ、自分の住む場所を

地学的に考えてみてください。

リクエスト募集中

会場：西条市図書館２階会議室
時間：19時～20時

■ 地形と災害のお話し

各地でため池にソーラー発電設備が設置さ
れてきています。

ため池は地域の農業者でつくる土地改良区
が管理しており、農業者の減少、高齢化によ
りため池の管理が負担になってきています。
そのような中でため池の管理を担ってもら

えるソーラー発電の設置は管理者にとって
ありがたい話です。

ため池そのものが、江戸時代に人の手に
よって造られたものですが、多くの生物と共
存してきた場所であり、農業者も生物も電気
利用者にとっても良い方法を考え続けねばな
りません。

■

西条自然学校
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